「活動を振り返って」　第６G ２班　標茶町職労　若松　務
「復興支援」‥活動参加が決まってからは張り切る思いと不安感の高まりに変な焦りのようなスタートを切りました。
そんな中、単組委員長から「少しでも役に立ちたいと思い、気負ってしまうと空回りしてしまう。あくまでも自然体で役場で勤務しているときと同じように（普段の住民対応と同じ対応で）自然体で臨むよう心掛けたほうがよい」と‥
自然体を心がけ、振り返ると長いというか濃い一週間でした。
第５グループの皆さんの引継・アドバイスもありがたかったですし、第６グループのそれぞれ特徴のある仲間の連携が疲れを吹き飛ばしてくれました。
そして、岩手県宮古市のみなさんの優しさとたくましさに感動し、「ありがとう」の言葉に励ましていただいた感があります。
仮設住宅入居が進み、支援活動は少しづつ変化するでしょう。被災されたみなさんの自立心も高く、避難所での自分の役割をしっかり行っています。
今後、支援活動に参加されるみなさん。大変お疲れさまです。まったく同じ支援内容とはならないと思いますが、地元の方の手足となり、自然体で頑張りましょう。
６月になると梅雨時期、そして「やませ」が吹きつけ、寒い時期になるとのことです。体調管理に十分注意して下さい。
